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世代間伝達によるメロディーの文化進化 
実験的デモンストレーション 

 

冨士直斗†1 佐藤浩輔†2 橋彌和秀†3 中分遥†3, 4* 
 

概要：音楽は、世代を越えた社会伝達過程でどのように変化してきたのだろうか。本研究は文化進化論的観点から，

メロディーの世代間伝達過程で生じる変化を検討するための予備的な実験室実験をおこなった。5 世代を模した 5 人

を 1 チェーンとして配置し、独立にコンピュータ上で再生されるメロディーを 1 人ずつ視聴して、できる限り正確に

再現することを求める課題を実施した。画面上に色の違う 7 つのボタンが横一列に表示されるプログラムをインタフ

ェイスとして作成し、1 人目は無作為に生成された 14 音からなるメロディーを視聴・再現、2 人目以降は 1 世代前の

参加者による再現結果を視聴・再現した。その結果、最終世代の再現結果では、第 1 世代の基準刺激と比較して、順

次進行の増加、旋律折り返し頻度の減少等の，認知負荷の低い内容への変化が示唆された。 
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はじめに 

 音楽は聴覚コミュニケーションの形態の 1 つであり，古

くから伝達を繰り返して発展してきた。その結果，文化普

遍的に人々の生活に浸透している[1]。音楽を聞くことで特

定の感情が引き起こされる現象は広汎に報告されている（e. 

g., [2]）。音楽の内容に関する分析は数多く行われてきたが，

伝達による音楽内容の変化については、過去に十分に検討

されてこなかった。しかし，近年では，生物進化とのアナ

ロジーから文化の変容や拡散を扱うパラダイムである文化

進化の観点から，音楽も文化形態として取り扱えることが

示されている[3-6]。特に，リズムに関しては実験室実験に

おいて人から人へと、様々なパタンのリズムを伝達するこ

とで、単純なリズムへと収斂する（e.g. 時間の長さが整数

比になる）ことが示されている[7, 8]。そこで本研究では，

リズムが人から人へと伝達されることで特定のパタンに変

化したように、メロディーにおいても伝達する過程で特定

のパタンへと変化するかどうかを検討する 

 では、メロディーには伝達の過程でどのような変化が起

こり得るのであろうか。一般的に、音階の各度数（音階度

数 scale-degree）の生起には期待度の差があることが知られ

ている[9]。あるメロディーを知覚し記憶する際に、そのメ

ロディーを完全に記憶するのは困難であり、人々がメロデ

ィー構成音の生起頻度の差を事前分布として心の中に持っ

ているのであれば、受信したメロディーを再現する過程で

このような事前分布へ近づくバイアスが生じる可能性があ

る。言語進化に関する一連の研究では、言語が世代間伝達

を繰り返す過程で、人々が持つ認知バイアス（事前分布）

に影響を受け伝達の過程でバイアスに沿ったパタンに近づ
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いていくことが計算論的モデリングおよび実験室実験によ

ってすでに知られている[10-14]。規則に基づいたパタンを

処理し再生するという行為は音楽と言語に共通しており

[15]、音楽の文化進化においても言語進化と同様に、ある世

代から次の世代へと音楽が伝達される過程で、伝達されや

すいパタンへとメロディーが変化していくことが予測され

る。この仮説を裏づけることを目的とし，コンピュータで

ランダムに作成されたメロディーが人から人へと伝達され

る過程でどのように変化するのか検討した。 

 なお、本研究に先行して、メロディーの実験室上での伝

達に関して Lumaca と Baggio により研究されている[16]。

Lumaca と Baggio の研究も、本研究と同様に、伝達の過程

でメロディーが規則性を持つかどうかをテーマとした研究

であった。しかし、彼らの研究目的は、信号ゲームとよば

れるパラダイムを用いてメロディーが言語と同様に特定の

感情を伝達する記号システムとして進化するのかを検討す

ることであった。そのため、「信号」として Bohlen-Pierce 音

階（1.5 オクターブを 13 の度数に分割した音階。西洋音階

とは聞こえ方が大きく異なる）上の 5 音からなるメロディ

ーを，「意味」として合成表情刺激を参加者に受信させ，再

現させる課題を用いていた。一方、本研究の目的は何らか

の意味を付加された記号システムとしての音列ではなく、

一般的に我々が「音楽」として慣れ親しんでいる音階上で

のメロディーに起こる文化進化を確かめることである。そ

のため、本研究では Bohlen-Pierce 音階ではなく、長音階を

用いる。実験では、コンピュータ上で長音階上の 7 つの高

さの音が再生できるようにし、人から人へとメロディーを

伝達させることで特定のパタンに変化するのか検討した。 
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方法 

参加者：音楽を専攻としていない 5 人の大学院生が参加し

た。 

実験デザイン： 5 名の参加者は 1 人につき 1 世代に割り当

てられ，時系列的に順番に実験に参加した。各世代では，

受信した視聴覚パタンを再現し，その再現したパタンを次

の世代の参加者が受信した。 

実験刺激：14 音から構成され，嬰へ長調に属する 7 つの音

階度数（以下，音階度数はハットつき数字で表記する：1෠ = 

F#, 2෠ = G#, 3෠ = A#, 4෠ = B, 5෠ = C#, 6෠ = D#, 7෠ = E#）が各

2 回ずつ含まれるメロディーをコンピュータにより無作為

に生成した。これを 1 世代目に提示する基準刺激とした（図

2）。 

実験装置：Visual Basic 上で作成したプログラムを用いた。

画面上には 7 つのボタンを横一列に配置した（図 1）。各ボ

タンを押した際に嬰へ長調の各度数が再生された。再生音

の長さは 300 ms であった。 

 

図 1. 実験に用いたインタフェイス画面 

 

手続き：参加者への教示はコンピュータ上で動画によりお

こなった。教示終了後に参加者は練習試行を行い、その後

に本番試行を行った。実験では、練習試行・本番試行共に、

最初にコンピュータ上で参加者が再生すべきメロディーが

見本として提示された。見本では、画面上のボタンが押さ

れるとともに音が鳴り、これがメロディーの長さの分だけ

繰り返された。 

練習試行では、見本として 7 音のメロディー（1෠, 7෠, 2෠, 6෠, 

3෠, 5෠, 4෠）が、本番試行では 14 音のメロディーが呈示され、

その後参加者は再現を行った。本番試行で提示されたメロ

ディーは、第 1 世代の参加者では実験者が用意した基準刺

激(図２)、それ以降の世代では前の世代が再生したメロデ

ィーであった。 

 

結果 

各世代が再現をおこなった際の出力メロディーは図 2 の通り

であった。各世代で、参加者によって再生された各音階度数の

頻度（各ボタンが押された回数）をそれぞれ算出し、伝達による

変化を確認した（表 1）。基準刺激はすべての音が一様に分布

するように生成したため、いずれの頻度も 2 回ずつであったが，

世代を重ねることでこの分布から逸脱する傾向がみられた。す

なわち，最終世代である第 5 世代では3෠（A#）と5෠（C#）がそれぞ

れ 3 回押され，一方で1෠（F#）と7෠（E#）はそれぞれ 1 回しか押さ

れていなかった。 つまり， 聞き手が潜在的に有していた音

高の事前分布は，基準刺激にみられたような一様分布とは

異なる物であった可能性が示唆される。 

図 2. 基準刺激および各世代で出力されたメロディー 

 

表 1. 世代別の再現結果に表れた各音階度数の頻度 

 

次に，世代間のパーセント・メロディック・アイデンテ

ィティ（ある旋律の 2 つのヴァリアント間の一致度を表す。

以下 PMI; [17]）を算出したところ，隣接世代間では比較的

高い数値が示されたのに対し，それ以外では低い数値が示

        

基準刺激 2 2 2 2 2 2 2 

第 1 世代 1 3 2 3 2 2 1 

第 2 世代 2 3 4 2 1 1 1 

第 3 世代 2 2 5 2 1 1 1 

第 4 世代 0 1 2 4 4 2 1 

第 5 世代 1 2 3 2 3 2 1 

1෠ 5෠  6෠ 7෠ 2෠  3෠ 4෠  
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された（表 2）。この結果、漸進的に変化したことが分かる。 

 

表 2. 各世代間のパーセンテージ・メロディック・アイデン

ティティ（PMI） 

 

 具体的にどのような変化が起こったのだろうか。1 つは，

順次進行（隣の音へ進む）の増加である。図 3 に，世代別

の順次進行と屈曲点（旋律曲線の方向の折り返し）の数を

示した。第 1 世代から第 5 世代にかけて，再現結果に含ま

れる順次進行の頻度が累積的に増加している。このような

増加の原因として，メロディー声部内の度数進行における

期待[18]に沿った進行へ累積的に近づいていったことが考

えられる。期待から外れるような跳躍進行は，参加者が無

意識のうちに補正して記憶した可能性が考えられる。また，

旋律中の方向転換の頻度は，世代を経るごとに累積的に減

少した。この減少の原因には，アーチ型の旋律曲線が文化

普遍的に多く出現する[5]ことが考えられる。すなわち，参

加者が折り返しの少ない旋律に対し統計的に多く曝露を受

け，記憶の過程で無意識のうちに影響が生じた可能性があ

る。 

 

図 3. 各世代の出力メロディーにおける順次進行および方

向転換の頻度 

 

考察 

 本研究では，連鎖的な伝達を通してメロディーの構成音

が変化するかどうかを検証することを目的として，5 世代

による伝達実験を行った。その結果，隣接世代間の PMI が

高くなること，順次進行が累積的に増加すること，折り返

し頻度が累積的に減少することが予備的な結果として得ら

れた。予備的調査としての性質上，統計的な検定を実施し

ておらず，規模も小さいため，当然ながら結果の一般化の

ためにはさらなる実験が必要である。 

また、本研究に用いたインタフェイスの特性上，もっぱ

ら空間的位置やタイルの色といった視覚的情報のみが再現

結果に強く影響を与えた可能性を否定できない。その可能

性を今回の結果から切り分けて評価するために，どのタイ

ルをクリックしても同じ高さの音が再生される統制条件を

設定した実験を予定している。 また，今回の基準メロディ

ーでは各音階度数の出現頻度が一様であったが，旋律内で

生じる音程の種類は統制されていなかった。この点も，体

系的に操作を行うことで，元の音程の大きさによってどの

ような変化が生じやすいかを分類できるような刺激を用い

ることを検討している。 

本研究と同様にメロディーの伝達を検討した Lumaca と

Baggio の実験[16]に対して、Ravignani と Verhoef [19]は

Savage [5]に基づき伝達の過程で文化普遍的な性質（e. g. 繰

り返しのパタンが，旋律曲線は 750 セント以内の音域に広

がる）に関して十分に検討がなされていないことを批判し

ている。同様の批判は，本実験にも当てはまるだろう。今

回の実験で旋律曲線の音域が 750 セント以内に収束しなか

った原因としては，声や実際の楽器等ではなく，跳躍に大

きなエネルギーを必要としないインタフェイスを用いたた

めである可能性がある。また，繰り返しのパタンが見られ

なかった原因としては，今回の実験に参加した人数が少な

く，十分に大きい規模のデータが得られなかった可能性が

ある。 

 今回の実験結果に見られた変化はデモンストレーション

の段階であり，今後のより大規模な実験で，メロディーに

収斂が見られるかどうかをさらに検討したい。 
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